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(百万円未満切捨て)

１．2023年５月期第１四半期の業績（2022年６月１日～2022年８月31日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年５月期第１四半期 4,730 △53.0 257 △58.5 253 △59.1 170 △60.9
2022年５月期第１四半期 10,068 169.0 621 446.5 620 525.2 435 563.8

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2023年５月期第１四半期 14.39 14.39

2022年５月期第１四半期 36.16 36.15

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2023年５月期第１四半期 19,317 6,712 34.7

2022年５月期 17,811 6,929 38.9
(参考) 自己資本 2023年５月期第１四半期 6,708百万円 2022年５月期 6,926百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年５月期 － 0.00 － 32.00 32.00

2023年５月期 －

2023年５月期(予想) － － 35.00 35.00
(注) １. 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ：無

３．2023年５月期の業績予想（2022年６月１日～2023年５月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 28,000 △7.2 2,044 6.5 2,000 5.8 1,370 8.0 115.66

(注)直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ：無
　

　　



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無
　　

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

　② ①以外の会計方針の変更 ： 無

　③ 会計上の見積りの変更 ： 無

　④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2023年５月期１Ｑ 13,363,540株 2022年５月期 13,363,540株

② 期末自己株式数 2023年５月期１Ｑ 1,523,031株 2022年５月期 1,523,031株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年５月期１Ｑ 11,840,509株 2022年５月期１Ｑ 12,050,681株
　

（注）期末自己株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2022年５月期288,000
株、2023年５月期１Ｑ288,000株）が含まれております。また、期中平均株式数の計算において控除する自己
株式数には、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する当社株式（2022年５月期１Ｑ308,100株、
2023年５月期１Ｑ288,000株）が含まれております。

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実
際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご
利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１.当四半期決算に関する定性的情報（３）業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第１四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症への各種政策の効果もあり、社会経済

活動の正常化が進み、全般的に持ち直しの動きがみられました。一方でウクライナ情勢の長期化や急激な円安によ

る物価高等による景気の下振れも懸念され、先行きは不透明な状況が続きました。

建設業界におきましては、公共建設投資は堅調に推移し、住宅需要も底堅く、民間の設備投資においても回復傾

向がみられました。しかしながら、資材価格の高騰や労務需給不足等への懸念など業界を取り巻く環境は引き継ぎ

厳しい状況で推移いたしました。

このような状況のもと、当社の主要事業エリアである東京圏（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県）における

2022年上半期のマンション着工件数は、25,617戸（前年同期比10.6％減）となりました。また、2022年上半期のマ

ンション供給件数は、12,712戸（同4.3％減）となり、新型コロナウイルス感染症の流行前の水準に回復してきてお

ります。

2022年（暦年）の動向につきましては、マンション着工件数は若干減少すると予想されるものの、マンション供

給戸数は34,000戸程度と増加傾向、販売在庫は5,000戸台と2021年（暦年）と同程度と予想されていること、引き合

い案件は依然活況であること、東京圏における当社のシェアは２％程度と伸張の余地は充分にあることから、当社

における当面の受注及び施工物件の確保は可能と考えております。

（データはいずれも国土交通省-公表資料、「都道府県別着工戸数」及び（株）不動産経済研究所-公表資料、

「首都圏マンション市場動向」、「首都圏マンション市場予測－2022年の供給予測－」より）

当社は「より良質な住宅を供給し、豊かな住環境に貢献する」という社是を制定し、より良質な住宅を供給する

という社会的使命を果たすべく事業を推進しております。「安全・安心・堅実」という基本方針に関し、安全につ

きましては、安全パトロールの実施等により重大事故ゼロを継続しております。安心と堅実に対応する品質につき

ましては、独自のマニュアルの制定や、その徹底を図る目的としての研修会等を定期的に開催しております。また、

建物の強度を保つ重要な躯体部分（杭、配筋、生コンクリート）の品質について、第三者機関による検査を導入し、

建物の品質確保に万全を尽くしております。

当社は、2023年５月期からの新中期経営計画（３カ年計画）「Innovation2022」を策定いたしました。業容拡大

と利益水準向上への継続的な取り組み及び新たな価値創出により持続的な成長を目指すこととし、その達成に向け

全社一丸となり取り組んでおります。

これらの結果、当第１四半期累計期間の売上高は4,730,196千円（前年同四半期比53.0％減）、営業利益257,925

千円（同58.5％減）、経常利益253,667千円（同59.1％減）、四半期純利益170,414千円（同60.9％減）となりまし

た。

なお、当社は「分譲マンション建設事業」の単一セグメントであるため、セグメントの業績については記載を省

略しております。
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（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第１四半期会計期間末における資産合計は、前事業年度末に比べ1,505,990千円増加し、19,317,339千円とな

りました。これは、現金及び預金が425,240千円減少した一方で、仕掛販売用不動産が1,706,699千円、受取手形・

完成工事未収入金等が239,958千円それぞれ増加したことが主な要因であります。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債合計は、前事業年度末に比べ1,723,688千円増加し、12,605,080千円とな

りました。これは、未払法人税等が325,816千円減少した一方で、短期借入金が1,700,000千円、支払手形・工事未

払金が398,412千円それぞれ増加したことが主な要因であります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は、前事業年度末に比べ217,698千円減少し、6,712,259千円となり

ました。これは、四半期純利益の計上により利益剰余金が170,414千円増加した一方で、配当金の支払により利益

剰余金が388,112千円減少したことが主な要因であります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年５月期の業績予想につきましては、2022年７月８日に公表いたしました予想数値に変更はありません。
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２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2022年５月31日)

当第１四半期会計期間
(2022年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,922,419 4,497,179

受取手形・完成工事未収入金等 5,530,328 5,770,287

販売用不動産 560,879 502,456

仕掛販売用不動産 6,230,803 7,937,502

未成工事支出金 5,406 15,997

その他 193,405 208,930

貸倒引当金 △3,950 △3,950

流動資産合計 17,439,292 18,928,403

固定資産

有形固定資産 36,273 35,089

無形固定資産 11,425 10,869

投資その他の資産 324,358 342,976

固定資産合計 372,057 388,936

資産合計 17,811,349 19,317,339

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 5,974,317 6,372,729

短期借入金 － 1,700,000

1年内返済予定の長期借入金 110,000 165,000

未払法人税等 396,356 70,539

前受金 299,111 219,543

未成工事受入金 63,106 271,563

賞与引当金 12,320 12,320

完成工事補償引当金 26,924 24,773

アフターコスト引当金 58,600 58,600

役員株式給付引当金 12,599 4,924

その他 908,000 724,718

流動負債合計 7,861,335 9,624,713

固定負債

長期借入金 2,845,999 2,790,999

退職給付引当金 90,916 93,125

株式給付引当金 71,603 75,489

その他 11,537 20,753

固定負債合計 3,020,056 2,980,367

負債合計 10,881,392 12,605,080

純資産の部

株主資本

資本金 730,429 730,429

資本剰余金 689,085 689,085

利益剰余金 6,580,224 6,362,526

自己株式 △1,073,092 △1,073,092

株主資本合計 6,926,647 6,708,949

新株予約権 3,310 3,310

純資産合計 6,929,957 6,712,259

負債純資産合計 17,811,349 19,317,339
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（２）四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：千円)
前第１四半期累計期間
(自 2021年６月１日
　至 2021年８月31日)

当第１四半期累計期間
(自 2022年６月１日
　至 2022年８月31日)

売上高

完成工事高 3,082,421 4,345,360

不動産売上高 6,871,104 69,444

その他の売上高 114,628 315,391

売上高合計 10,068,154 4,730,196

売上原価

完成工事原価 2,787,709 3,910,978

不動産売上原価 6,220,384 71,077

その他売上原価 104,177 189,392

売上原価合計 9,112,272 4,171,448

売上総利益

完成工事総利益 294,711 434,382

不動産売上総利益又は不動産売上総損失（△） 650,719 △1,632

その他の売上総利益 10,451 125,998

売上総利益合計 955,882 558,747

販売費及び一般管理費 334,380 300,822

営業利益 621,501 257,925

営業外収益

受取利息 4,500 10

物品売却収入 109 222

業務受託料 300 600

受取手数料 458 635

その他 1,541 325

営業外収益合計 6,909 1,794

営業外費用

支払利息 7,926 6,051

その他 84 0

営業外費用合計 8,010 6,051

経常利益 620,401 253,667

税引前四半期純利益 620,401 253,667

法人税、住民税及び事業税 156,368 63,346

法人税等調整額 28,264 19,907

法人税等合計 184,632 83,253

四半期純利益 435,768 170,414
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

（時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用）

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を当第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27－

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することとしております。これによる四半期財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社の事業セグメントは、分譲マンション建設事業のみの単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメン

ト情報の記載を省略しております。

　


